
学校における暑さ対策について
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熱中症警戒アラートが道内全域に発表されるなど、北海道の気候が変化し本州並みの暑さとなっていることを踏まえ、
子どもたちの命と健康を守るため、ソフト・ハードの両面から暑さ対策に取り組む。
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項目 改正等の概要 対 応

長期休業
期 間 の
取 扱 い

● 夏季休業及び冬季休業の総日数を｢50日｣から｢56日｣
に変更
（R5.11.22 道立学校管理規則改正）

予防対策

● 暑さ指数が31℃を超えた場合、体育活動や部活動を
「原則中止」とする取扱いを徹底
（R5.11.22 熱中症対応マニュアル改訂）

○ 暑さ指数計（保健室に備えるべき備品）を用いて、
定期的に暑さ指数を計測し、運動の実施可否等を判断。

○ 各学校において、暑さ指数に基づく対応基準を明確
化し、取扱いを徹底。

熱中症
警戒時対応

● 熱中症警戒アラート（熱中症警戒情報）の発表時に
は、各学校において、地域の状況、学校の環境等を踏
まえ臨時休業の実施を検討
（R5.11.22 熱中症対応マニュアル改訂）

○ 「熱中症予防情報サイト(環境省)」により、地域の
暑さ指数予報等を確認し、臨時休業を検討。

○ 各学校において、必要に応じ、一斉メール等で
児童生徒や保護者に周知。

学校の冷房整備率（普通教室）

設置者
整備室数 整備率

区分 R５年度末 R６年度末 R５年度末 R６年度末

北海道
(道立学校)

エアコン 28室 654室
63.0% 100%

簡易型空調機器 2,166室 3,474室

市 町村
エアコン 1,766室 6,385室

41.2% 89.6%
簡易型空調機器 5,488室 10,742室

※私立のエアコン等の台数は、今後、国の調査に併せて調査予定（R6.7月末取りまとめ）

エアコン

簡易型空調機器
窓枠クーラー
移動式クーラー

・工事不要
・エアコンに比べ
冷却効果が低い

・設計及び工事が必要（１～２年）
・冷却効果が高い

夏季休業期間
（25日以上）

R5 R6 増減

道立学校 39.7% 95.9% +56.2%

市町村立小中 71.3% 98.1% +26.8%

資料１


